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11月 11日の日3窪日、測墨家伊能憩敬の足跡
を辿るとして、大山ふるさとウォークを開催し
ました。あいにくの雨降りでしたが、29名の参
加がありました。ウォーキングは出来ませんで
したが、バスに乗車して憩敬の歩しヽた鐘が坂か
ら大山新まで名所 1日跡を巡りました。大山曽ば
なしの会の皆さんの熱心な解説に参加者は大満
足でした。

その後、大山小学校で歩測体験やゲームを行
しヽました。伊能忠敬笹山領探索の会の方より態
敬が歩いた当時の大山のことにつしヽてお話いた
だきました。大山の場合は、ほぼ江戸後期の街
道が今の十日道と同じであると地図を使つて判り

太畿懸轟韻睦マップ韻轟韓

昨年度から2年をかけて地域の歴史を調べ整理
していく「歴史文化を活かしたまちづくり事
業」に取組んでいます。

活動の中心は、大山曽ばなしの会 (会長 :伊

塚理仁)のメンバーの方にお願いしてしヽまし
た。十数回の調査や会議を経て、今 f(仮称)
『大山』の首を知る」を編集中です。集落ごと
に歴史をまとめてしヽます。大山の再発見になる
内容です。2月までには各家庭にお配りできるよ
うに準備してしヽますので楽しみにして下さしヽ。

次国の郷づくり情報は、

やすく説明してしヽただきました。

来年度はいしヽお天気になることを願つてしヽま
す。

轟鹸器が機器圏までの議畿寵寵鶴

これまで交流のある番日町国領地区の皆さん
が、追入にぬける瓶書」り峠の国領倶どの整備を進
められていました。そこで、大山側も12月 1日
と23日に、峠から追入までの山道と峠から高蔵
寺に至る散策路の整備を、NPO法人日本森林ボ
ランティア協会の協力を得て実施しました。大
阪や奈良などからこられたボランティアの皆さ
んありがとうございました。

懸蘊轟齢戦醸ンの電ず鵬葵髄

郷づくり協議会では、地域の皆さんが幸せに
暮らせる活動を進めたしヽと考えてきました。7月
に香美町の社会福祉協議会を視察させていただ
き集落単位でのrs~hれあいサロンが大切だと教わ
りました。大山でも神回の森サロンや先年もみ
の会の皆さんが既にサロンを実施されています
が、会場が遠いので参力8しにくしヽとの声もある
とのことです。

そこで、今後少しづつ勇近な公民館などでの
ふれあしヽサロンを実施できるように進めていこ
うとしてしヽます。本年度は、1～②集落でモデル
的に実施できるよう調整中です。

2月下旬に発行予定です。


